
9

　
最
近
、「
P
B
R
1
倍
割
れ
問
題
」
へ

の
対
応
策
を
公
表
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
。
P
B
R
（
株
価
純
資
産
倍
率
）
と
は

株
式
時
価
総
額
を
純
資
産
額
で
割
っ
た
数

値
で
あ
り
、P
B
R
1
倍
割
れ
企
業
は「
清

算
価
値
が
存
続
価
値
よ
り
大
き
い
」
と
み

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
9
月
22
日
時

点
で
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
お
け
る

P
B
R
1
倍
割
れ
企
業
の
比
率
は
4
割
に

及
ぶ
。
特
に
銀
行
は
、
プ
ラ
イ
ム
上
場
67

行
の
う
ち
66
行
が
P
B
R
1
倍
割
れ
で
、

44
行
は
0
・
5
倍
未
満
で
あ
る
。

　
で
は
、
邦
銀
の
P
B
R
は
な
ぜ
低
い
の

だ
ろ
う
。
筆
者
は
個
別
銀
行
の
経
営
要
因

の
ほ
か
に
、
二
つ
の
外
部
要
因
を
指
摘
し

た
い
。

　
第
一
に
、
銀
行
特
有
の
負
債
で
あ
る
預

金
の
影
響
。
預
金
は
主
要
な
決
済
手
段
で

あ
る
た
め
、
銀
行
は
顧
客
に
問
題
が
な
い

限
り
拒
否
で
き
な
い
。
こ
の
結
果
、
銀
行

の
負
債
サ
イ
ド
に
は
巨
額
の
預
金
が
集
ま

り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
B
S
）
が
企
業

対
比
で
膨
張
す
る
（
総
資
産
額
：
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
74
兆
円
、
三
菱
U
F
J
F
G
が

3
8
6
兆
円
）。
銀
行
B
S
の
膨
張
は
、

P
B
R
の
分
母
で
あ
る
純
資
産
額
も
膨
ら

ま
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
構
図

は
米
国
で
も
同
様
で
、
9
月
22
日
時
点
で
、

S
&
P
5
0
0
社
の
う
ち
P
B
R
最
低
先

は
銀
行
業
の
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
（
0
・
5

倍
）
だ
。
高
収
益
力
を
誇
る
J
P
モ
ル
ガ

ン
チ
ェ
ー
ス
で
も
下
か
ら
64
番
目
（
1
・

5
倍
）
と
、
主
要
米
銀
と
い
え
ど
も

P
B
R
は
一
般
企
業
よ
り
低
い
。

　
第
二
に
、
金
融
政
策
の
影
響
。
日
銀
の

強
力
な
金
融
緩
和
が
銀
行
収
益
を
圧
迫
し
、

P
B
R
の
分
子
を
規
定
す
る
株
価
の
重
し

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
長
期
金
利
を
抑

え
る
政
策
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
が
、
日

銀
は
昨
年
12
月
と
本
年
7
月
に
10
年
金
利

上
限
を
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
邦

銀
株
価
指
数
は
昨
年
11
月
末
に
比
べ
5
割

も
上
昇
し
、
T
O
P
I
X
全
体
の
上
昇
率

（
2
割
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
短
期
金
利
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
は
続
い
て
お
り
、
銀
行
の
短
期
資
金
利

ざ
や
は
圧
縮
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
最
近

の
銀
行
株
価
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の

解
除
（
ゼ
ロ
金
利
政
策
）
を
織
り
込
み
つ

つ
あ
る
が
、
短
期
金
利
目
標
の
プ
ラ
ス
化

ま
で
は
反
映
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
邦
銀
P
B
R
は
ま
だ
下
押
し
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
P
B
R
に
は
業
界
の
特

殊
事
情
も
影
響
す
る
た
め
、「
P
B
R
1

倍
超
」
を
全
企
業
一
律
の
最
低
基
準
の
よ

う
に
論
ず
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
か

し
、
P
B
R
の
水
準
は
と
も
か
く
、
上
場

を
維
持
す
る
限
り
、
銀
行
に
も
「
資
本
コ

ス
ト
や
株
価
を
意
識
し
た
経
営
に
向
け
た

対
応
」
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

資
本
コ
ス
ト
を
開
示
し
、
そ
れ
を
満
た
す

収
益
力
の
強
化
策
を
投
資
家
に
提
示
し
て

対
話
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
一
方
、

株
主
還
元
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
銀
行
の

配
当
性
向
は
既
に
相
応
に
高
い
上
、
一
過

性
の
対
応
は
意
味
が
な
い
の
で
、
還
元
策

の
持
続
性
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

ず
、
自
行
の
戦
略
と
取
る
べ
き
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
、
規
制
資
本
を
超
え
て
保
有
す
る

バ
ッ
フ
ァ
ー
の
量
を
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
将
来
利
益
と
種
々
の
ス
ト
レ

ス
を
勘
案
し
て
明
ら
か
な
過
剰
資
本
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
「
持
続
可
能

な
株
主
還
元
」
に
充
当
す
る
こ
と
が
選
択

肢
に
な
り
得
る
。

　
銀
行
は
預
金
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

企
業
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
銀
行
自
身
が
、

長
期
的
な
株
式
投
資
対
象
と
し
て
の
魅
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
貯
蓄
か

ら
投
資
」
の
促
進
に
も
資
す
る
だ
ろ
う
。

銀
行
の
P
B
R

点
々


